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本報は実験計画法における配置の型に確率化の手続きを導入した確率対応法について,検出力関数の数学的

性質を明らかにすることを目的としている｡結論として,配置の塾の確率化(1)にもとづく確率分布と対象の場

に存在する誤差の確率化による確率分布の複合さjlた分布関数として,この検出力関数をは捏できることを明

らかにした｡

∬♪＋1,1‥‥‥∬♪＋1タα……∬♪＋1事〃

l.緒 口

実験計画法における従来の実験配托の型は対象の場の確率的変動

をノイズとして炉過し去る目的で,確定的配置に限られている｡こ

れに対して,確率対応法は計酎こ確率化の手続きをもちこんで,割

り付けられた多要田の中で着目している要田以外の要因をもノイズ

として消し去り,全体としての情報の量を高めようとするものであ

る｡

このため,確率対応法による実験結果の解析に対しては,通常の

確率化された誤差以外に計耐こ基づくほかの要因の(新しい今一種

の)確率変数がほいり込んでくる｡したがって,この場合の検出力

関数は,この2種績の確率変数の複合された分布関数によって求め

られる｡

Ⅰ(2),Ⅱ(3)報において数値的結果を示した検出力関数ほ,この複

合分和関数によるものでなく,その極限の分布として数学的には梶

される第2の分布関数の平均値をもった第1の確率変数の分布関数

によるものであった∩本報ではこの複合された分布関数に対する解

析的接近を述べる｡

2.計画の確率化と検出力闘数

々個の未知パラメータⅠβi†り=1,2,･…‥,才一1,ヴ)をもつ線

形回帰模型

甲山.,∫2,……,J〃)=皇β∫∬∴. ‥(1)J=1

を考えよう｡ここでJl,J2,･･…･,エ♪一1,J♪,(1<♪<甘)は指定変

数であって.これに対して,∫舛1,Jp略
‥,J`7ルヱ甘は次に示す

ように確率変数である｡これらに対してヴ×Ⅳの計画行列

か=〔;::;ト
(2)

を定義する｡ここでg(1)とガ(2)とは前報にも定義したように,同

じ大きさの2水準系の直交配列β2,Ⅳより♪行(1≦♪<叩,ヴー♪行

(1≦ヴー♪<〟)

月■し1)=

および

それぞれぬきとった直交行列で

∬11J12‥…･ヱl`r･･==エ1〃

∬り ヱi2=‥=∬Jα……∬山V

エ♪1こr♪2..‥‖J♪α…‥.エ♪〟

日立製作所笠戸工場

(3)

.打(2)=
ズ丘1

……∬丘α ‥‥‥∬丘〃

∬〃1 ……∬叩 ･‥…∬甘Ⅳ

‥(4)

は,たがいに等確率的に対応するものとする｡

これらによって,実験点ヱα=(ズ1α,∬的.…り丸ト㍉α,丘叩)にお

ける観測値恥は

y｡=圭β∫ズーα＋乙十三β点力点α.…‖‥…(5)才=1 々=♪＋1

となる｡ここで(5)式右辺の第1項は推測しようとする要因で,第

2項乙は対象の場に存在する確率変数で,未知分散げ2をもつ正規

分布にしたがって独立に分布している確率変数で,第3項がこれか

らその影響を研究しようとする新たに導入された計画における対応

の確率化による新しい確率変数であるっもちろん,同じ計画の観測

値によって(糾(点=♪＋1,♪＋2,……,ヴー1,ヴ)を次のステップで

推測するのであるが,そのときは,第1項の∑fβ`∬rαが誤差とし

て(み1の推測の邪魔をすることになる｡これらの両者はたがいに誤

差となっていて,しかもこれらの誤差はいずれからみても確率変数

であるので,一般性を失なわないで∑々β丘カゐαの項を誤差と考え,

それによる影響を考察してゆけるのである｡

前報に示したように,いま特定のf(1≦才≦♪)に関する帰無仮説

〃｡:ノヨ∫=0に対する仮説の検定の際の統計量

ダ Ⅳ(〃-♪)∂`2

JV ♪

∑(恥-∑れJ∫α)2
α=1 7=1

‥(6)

の分布関数は計画行列を等確率的に決定したあとでは統計量

γ(α1)=メソ【(Ⅳ-♪)＋ダ‡

が

0(甘(α1);jlr,ス2)

=｡豊泉ん(叩(÷＋c,少言ぇ＋中(jl糊2)
..(7)

に従うことにより求められる｡ここで

県(ん)=β一入1∫Aエ
ビ!

烏(ス2)=β一入2一吐
g!

とおいた｡

しかるにこのような分布関数は計画を等確率的に決定するたびに
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ユエ

変動するので,これらの計画群(総称してRandom C｡mbinati｡n

OfFractionalFactorialDesigns,略してRACOFFDと呼ぷ)全体

の検出力関数は(7)式の分布関数に対して,新しい確率変数による

確率分布,すなわちd町(jlr,j2)なる加重を付しての加重平均

ぞ(¢(y(α1);ん,j2))

=雪ぎん(α1)(去-＋c,中吉♪＋輔几(ん)見(棚町(jl′･j2)
…...(8)

として求めることができる｡ここで砂‾(jlf,j2)ほ二つの非心パラメ

ータん,ス2の同時分布関数を示す｡

3･ス■i,j2の分布関数近似

3.1ん,ス2の構造

二つの確率変数ん,ス2の同時分布関数はj‥,j2がたがいに独立

であれば

町(ん,j2)=申1(ん)･¢2(j2)

のように分割することができる｡

非心率ん,ス2は前報より

〃

ん=芸(βf＋=β瓜)2々=♪＋1

およぴ

j2=吉見仇2
である｡ここで

〟㌔=ヂ βふ2A上

‥(9)

即=岩β点2A丘｡2＋2∑β々β′A点｡A′α‥‥々=♪＋1 々>J

で,さらに

〃
_Ⅳ

〟

∑仇2=∑ βゐ2∑A紬2＋2∑βゐβ′∑d丘〝A′〝
α 々=カ＋1 α=1 々>J α=1

である｡

ここで

Ⅳ 〃 ♪ 〃

∑A丘αA′r･=∑丘丘αカ′α-.∑』f′∑ヱ点α∬ノq
α=1 `T=1 ‡=1 α=1

でまた

(10)

(11)

..(12)

♪ +Ⅴ ♪ ♪ 入r

一.∑』才々∑∬′rrlユ､√｡＋∑∑df舟J～′∑J7作ユニノ汀
Z=1 α=1 オ=り=1 α=1

カ

=-Ⅳ.∑』∫点』f′
z=1

(13)

Ⅳ Ⅳ ♪ ♪

羞1月々q2=真1(方々α,具d一々Jiα)2=叫1一首萱1Jf点2)･･(14)
である｡これから

〃 ¢ ♪ ヴ

∑仇2=Ⅳ†∑ β丘2-∑(∑ β々J′舟)21
α=1 々=♪＋1 ∫=1丘=♪＋1

をうる｡したがって

♪ ヴ

j2=芸忘=ま1粁.∑(∑β々抑〕･ヱ=1々=♪＋1

となる｡

ここで

且=ノ雪∴一-β丘=ノヨ点′
げ げ

および

す

∑ β々′Jf々…ズ∫.
々=少十1

を定義すれば

ん=号仏′＋即
♪

j2=昔㌔丑㌔ん′2-∑ズ古2)∫=1

….(15)

…(16)

(17)

(18)

‥(19)

となる｡

評 論

3･2 ∠I∫みの 分 布

まず

甘

ズ∫… ∑ β々′山
々=♪＋1

の巾の

』′カ=吉男f∫α丘ヵα
の性質について考えてみよう｡

第45巻 第8号

エーα=±1,滋丘α=±1であるので一打(1)

と方`1'との確率対応によって点(J叫丸,α)の集合ほ

〟1個の(ヱJα=＋1,

〟2個の(ヱ∫｡=＋1,

γ1個の(ズfα=-1,

ひ2個の(ヱf｡=-1,

身た｡=＋1)

カ点α=-1)

力点α=＋1)

えなα=-1)

の部分紫郎こ分れる｡この場合,

+Ⅴ +Ⅴ

∑ご∫α=∑方々α=0
α=1 α=1

より

乙fl＋〝2=れ＋｡｡=_些‾

2

〝1＋〃1="1＋〝2=号

直交配列の性質

卜
がなり立つ｡これから

α1=〝2〉 〟2=ぴ1

をうる｡ここで

α1≡¢ノfゐ

とおくと

｡Ⅳ
∑ご∫αカ丘α=2(〝1-〟2)=4叫点-Ⅳ‥……
α=1

となる｡これから

』∫々=喜び一点-1
が得られる｡

丘々α=＋1がェ`α=＋1に対して(仙個対応する確率は

仙=昔叫点-1)=(芸)

(20)

(21)

(▲訂叫丘〕(昔)〔晋-¢一豆丘〕

Ⅳ〔晋〕
(22)

である｡ここで

A〔∂〕=』!/(A-み)!

とおいた｡(22)式は超幾何分布の分布関数にほかならない｡これから

∈(叫々)=告

げ2(仙)=(昔)2
が得られ,さらに

ぞ(+∫ん)=0
よi†
1

糾ん2)=叫`々)=一面ニー1

も容易に求めることができる｡

〃r(d∫方)=(‾昔)

♪=す=三
,Ⅳ
2

＼しノjノ
秘/〃

l

.‥(23)

‥‥..(24)

(25)

であるので,超幾何分布のモーメソト(4)
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〃

β

甜

以

ど

即

っJ

っL

(
如
エ

肝

｢

′一r′′＼㌦)β/bβ爪ノb/

β ノ～ /♂ ご♂ ユタ

〟β〝/∂/

Ce即肥れ■c

J2

〟

第1図』J点 の
〃4/〃22 の 値

〃2=旦幽ノⅤ-1

〃3=(㌶至言手写諾盲うー･(Ⅳ一円)(〃-2〝)
刀♪〃(∧r一乃)

/′4=一面二1)(ルニ豆穴面二面〔Ⅳ(Ⅳ＋1)

-6〝(Ⅳ-〃)＋3♪甘(〃2(〟【2)

-〃乃2＋6紹(Ⅳ-〃)i〕

‥…(26)

よりd一点の分れ了の仁ミ壬ひずみ度,母過剰度はⅣの関数として

怒=0

(昔)2(÷)2
些L=+些二史上些二旦+ダニ旦)

′J22†嬰す
〔Ⅳ岬十1)

-6(号)2＋3(÷)2卜2(号-2)

-Ⅳ(一昔-)2＋6(号)2‡〕

...‥(27)

のように求められる｡これをいろいろのⅣに対して数値的に求めて

グラフ化すると弟1図の実線のようになる｡乃二叫/2,♪=官主1/2

の2項分布の場合は

(28)

となり,弟1図の点線は〝ノ〃22の値をプロットしたものである｡

また』iたの分布を平均値0,分散1/(Ⅳ-1)の正規分布で近似する

とすれば

/`32/〃23=0

〃ソ/′22=3

であるので,これは弟l図中に一点鎖線で図示したものとなる｡こ

の図から理論的には超幾何分和こしたがうdr丘は近似的には桝=0,

げ2=1/(Ⅳ-1)の正規分布にしたがって分布していることがわかる｡
3.3 長 の 分 布

さらに,両非心率ス1f,j2にほ,この近似的に正規分布する確率

変数』J々が

ズ`≡宕β丘′df点……･…… ･･･(29)

のように線形結合で含まれているので,ズ∫の分布を考えるには2変

量』一点,』"(♪＋1≦々,J<す;丘≠J)の同時分布を考える必要があ

る｡

効 率 に つ い て (Ⅲ) 1333

+Ⅴ

∑ヱr｡∬点α
d∫点=竺三旦

.Ⅳ

および

+Ⅴ

∑ごJα∬Jα

』f′=竺L

.Ⅳ

の両変量中に含まれる点(ェ叫丘叫丸α)の集合を

〝11個の(＋1,＋1,＋1)

〟12個の(＋1,＋1,-1)

〟21個の(＋1,一1,＋1)

α22個の(＋1,-1,-1)

〃11個の(wlト＋1,＋1)

〃12個の(-1,＋1,-1)

〃21個の(-1,-1,＋1)

〃22個の(-1,-1,-1)

に分類する｡

ここで

〝11＋〟12≡伽1.,

伽21＋〟22≡加2.,

〝11＋ぴ12≡〃1リ

ガ21＋ク22≡p2.,

とおく｡

直交配列の各列ベクトルの性質

JV +Ⅴ ノⅤ

∑ごiα=∑カ丘α=∑丘′α=0
α=1 (Y=1 (l=1

jV

∑力点α丸α=0 (々≠J)
q=1

より

伽卜巾2･=仙2･=臥l＋肌2=仙･2=昔

恥十〝1･=恥巾2･=紬･1＋机榊･汁机2=昔
で,これから

Z`1.=ク2.

〟.1=肌2

…(30)

(31)

‥.(32)

を求め,さらに

〃11＋〟22巾11＋び22=〝12＋〟21＋〝12巾21=昔…(33)

より

〟11＋ぴ11=〟1汁〃12=〟21巾21=〟22巾22=告
が得られる｡(33)式に(30)～(32)式を代入し,

〟1.=山一ゐ, 〝.1=仙rJ

を用いると

〝11＋〝22＋昔=(仙J∫′
昔一(㍑21＋少12)=(〃州-

が得られる｡また(34)式より

0≦〝11＋〃22≦昔

0≦〝21＋が12≦昔
であるので
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/ +//

/J
′′/

/′′‥′′/

㌢/∴/
′′/′′/

ノニぺ′′/

一/ ′/′∴
1 ノ′]+キ

/′1シニ //ノ

′

ノ/ /ノ′/-/

/∵∴/
∴′′シ

ー/

第2図 』J点と』JJの 変域

昔≦糾加′≦÷Ⅳ

一旦≦叫良一叫′≦【些4
‾ ▼

4

となる｡したがって

叫丘=昔(山＋1)

仙=昔(』‖川
を用いて

-1≦』i点＋』JJ≦1

-1≦』f良一』JJ≦1 ト …(37)

が得られる｡弟2図の/､ッチ内の領域がこれである｡この図より,

』叫』J‖ま互いに独立ではないことがわかる｡

また

+Ⅴ +Ⅴ

吉(∑ェf｡力点α･∑ェ∠α丸β)=0
α=1 β=1

であるので

Cov.(』叫df′)=0. (38)

となる｡

以上を総合すると,+叫 d‖はいずれもほほ正規に分布していて

しかも両者の共分散は0であるが,両者は完全には独立ではないと

いう同時分布を有していることがわかる｡

この分布のさらに詳細な追跡は別報にゆずるが,上述のようにほ

とんど独立に分布している』∫,舛1,d小＋2,……,d∫々の線形結合と

しての統計量

〃

ズ∫= ∑ β点′』′た
点=♪十1

ほその係数(βヵ′)の実用化される範囲とⅣとヴー♪のある関係を満足

するとき

桝=0

叩)=一碧空
.(39)

なるパラメータをもつ正規分布に近似されることは,以上の議論か

らも推察される(5)ので,以後の議論においてはズiが(39)式のパラ

メータをもつ正規分布にしたがっていることを仮定する｡

3.4 ん,ス2の分布関数

ん=昔(糾Ⅹf)2
においてズ∫が上述のように,正規分布で近似されるとすれば,ノ右‾
は

桝= J+Ⅴ‾すr2i
+ⅣⅤ(ノ訂)=師二市rl

警t･
‥…(40)

なる正規分布に近似される｡ここで

rl…∑点β′点2

r2f…β′`2

とおいた｡

これかられ2…2んf/丘1は自由度〃=1,非心率

丁=ほ(れ2)-1)喜

をもつ非心力イニ乗分布に,近似的にしたがうことがわかる｡

Hれ2)=2吉(ん)/ゐ1

で

紬)=昔7′2f＋与
であることから

丁=(Ⅳ+)昔
をうる｡

次に

ス2=昔〔良男.1ノヨ々′2一ゑズ`2〕
の分布について考えよう｡ズ1,ズ2,=…･,ズ♪がそれぞれ平均値0,

分散ゐ.なる正規分布にしたがって,互いに独立に分布しているとす

れば

♪

∑ズi2
i=1 /Ⅴ(ズf)=ズ22. ‥.…‖‖..(43)

ほ明らかに自由度♪なるカイニ乗分布にしたがう｡しかるに前述の

ように,J叫』J々(才≠州ま独立な変量でなく,まったく同様な議論で

弟2図の領域に制限される｡また

ス2=∑｡仇2/2げ2>0…
…(44)

でもあるのでズ22を自由度♪のカイニ乗分布に近似することは困難

である｡

∈(ス2)=与(Ⅳ十1)･･ …‥(45)
となる｡これからカイニ乗分布の性質より,ス2はむしろⅣ-♪-1の

自由度を有するカイニ乗分布に近似していることが推察される(5)｡

以上の議論からス1∫,ス2の分布の詳細な追求は別報にゆずり

(1)ス1fは自由度乃=1,非心率丁の非心カイニ乗分布にしたが

う｡

(2)ス2は自由度乃=〃一♪-1,の中心カイニ乗分布にしたがう

ことを仮定し,さらに先に進むことにする｡

3.5 ス1r,ス2の同時分布関数

ス1∫,ス2は以上の議論からそれぞれ非心力イ,中心カイニ乗分布に

近似できるという見通しを得たが,これらの同時分布を求めねばな

らない｡ん,ス2はそのもとの確率変数占`およびJαが互いに独立に

分布していれば明らかに独立である｡れとJαは上述の議論から,い

ずれもほとんど正規に近い分布にしたがっている｡また

Cov.(∂f,Jα)=∈‡(∑たβ丘』′丘)∑`β∫(カ∫α-∑ブ』ブ′Jノα)I=0

…(46)

である｡ここで

∈(』∫丘』")=0…‥‥
‥…･(47)

および

吉(丸αd一点)=0‥‖
‥..…=(48)

を用いた｡これから両者はほとんど独立に近いことがわかる(6)｡

∂∫およびJげにも前述の弟2図のような関係がやはり存在するが,

前同様の議論によって(凡♪;β.,β2,‥…･,βヴ)のある範囲内で

哲'(ん,j2)≒¢1(ス1J)¢2(ス2)‥

とおくことができる｡

ー102一

…….(49)



率 対 応 法 効 率 に つ い て (m) 1335

4.検出力関数

前節の議論によりん,ス2の分布関数が明らかになってきたので

ぎ(¢(y(α1);ん,ス2))

=ゑ羞♪(α1)(÷＋c,号旦＋打)紬(棚g(ス2))
..(50)

を求めることができる｡んとょ2との間に独立性が仮定できる範囲

内では

ぎ(♪｡(スい)♪g(ス2)†=ぞ(♪｡(ん∫))･き(♪g(ス2))･

となる｡

ス1～の分布関数は非心力イニ乗分布に近似されるので

レ′≡一.担)21＋4T

cl≡1諾

ズ12=榊1=怒

とおいて

が∩由度レ′の中心カイニ乗分布に近似されるという

似(5)(6)をここで援用しよう｡このようにすると

山鹿乃の中心カイニ乗分和の密度関数

1?

¢(x2)dx2=β‾2 (ぞ-)筈十一室-た
2帝‾ラ

(51)

(52)

…(53)

Patnaikの近

ス1iの分布関数はl'l

.‥(54)

より

帆)=β‾缶(一孟1去)÷‾1一-一旦一-
2如ヰ芸ニー･)

が得られる｡

またス2はrl‾一心カイニ乗分和に近似されるので

昔ス2=ズ2一
り

よi)

卿2)=g一之(孟:-)竿‾1
dス2

灯(竿)

(55)

…(56)

(57)

をうる｡

一方,県(ん),烏(j2)はそれぞれ,ポアソン分布であるので
一一ス1f

恥≡盲(仙))=～;-∵｢-ん``剛1g)
-ス2

¢2g≡ぎ(ろ(ユ2))=～;÷一柳¢2(ス2)
…(58)

ほいずれも複合ポアソン分布である｡(57)～(54),(56)式を入れて

計算すると

01c=甜√Cg‾ス1盲β‾缶(去Fl菰
1(1＋刀･‥(1＋子(c-1))

C!

･(÷吋(仙1)イ呈し＋r)…(59)

およぴ

02g=吉～;j2gβ‾ユ2β‾老捨)ダ半-1
dス2

々1r(竿)

1(1＋誌､い‥(1＋㌶二i(打一1))
伊王

i(竿)咋(1＋ゑ1)‾(竿L十g)‥…(60)
をうる｡これは複合ポアソン分布の一種のP61ya-Eggenberger分

布であって,
/

dl≡如1,ゐ1≡--;如1;d2≡々2ゐ2≡吐旦二!々12

とおくと

01｡=

02g=

1(1＋剖･‥(1＋告(仁一1))
C王

1(1＋剖･‥(1＋号(グー1))

ー〃

ム川

ーd

J〃

＋

⊥･

一

一

伊!

をうる｡

結論として

Q=｡萱｡真｡ん〔α1〕(÷＋c･号＋伊)01ビ02g

＼し/-弓ノ
､り

+り

61

＋

＋

(

如一め

勉め

(62)

により確率対応法の検出力関数を求めることができる｡

Pdlya-Eggenberger分布のある極限をとればポアソン分布に一致

することからⅠ,Ⅱ報で求めた検出力関数は近似性がかなりよいこ

とがわかる｡

5.緒 言

確率対応法の検出力関数について数予的に考察して

(1)非心率ん,ス2がカイニ乗分イ即こ非子捌こ近い分布をもってい

ること｡

(2)ス1f,ス2がカイニ乗分布で近似されると仮定して,検出プJ関

数は複合のない場合にはポアソン分和関数で示される項を,計画

の確率化によってポ7ソソ分布の複合された分布である P61ya-

Eggenberger分布の分布関数でおきかえられた形になること｡

の2点を明らかにした｡

終わりにのぞみ,ご指導いただいた九州大学北川教授に深く感謝

の意を表する｡
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特 許 の 紹 介

ク ロ ス バ ー 式 自 動 交 換 方 式

この発明ほ割込接続に閲し,被呼老が話中のとき市外交換台から

の着信接続の場合に限り自動的に通常の通話経路を使って割込通話

回路を完成するようにしたものである｡したがって,ストロージャ

ー式自動交換方式にみられるように,市外交換台より割込接続を行
なう場合,別途に割込経路を設け,その経路を経て別に扱者がダイ

ヤルを行なうような必要がなくなるので,設備が簡略化され経済的

な交換機が得られる｡以下図によって,この発明の交換方式を説明

する｡

親局市外台1より子局の着信レビータ3に着信があると,着信レ

ビータ3が起動し,レジスタリンク4を経てレジスタ5を描そくす

る｡このようにレビータ3を介して市外台1からレジスタ5に呼が

転送された場合のみ,レジスタ5が輔そくされたことを表わす特殊

音が,レジスタ5一レジスタリンク4一着信レビータ3｢親局中継

線2-市外台1の経路で送出される｡この特殊音により,市外台1

の扱者は被呼加入者番号をダイヤルし,レジスタ5に計数蓄積させ

る｡ダイヤルインパルスの計数蓄積が終われば,レジスタ5はマー

カ6を捕そくして被呼加入者番号を送り,さらに市外台1よりの呼

であることを転送し,マーカ6は被呼加入者が話中であるかどうか

を試験する｡

ここで被呼加入者が話中でなけれは,マーカ6はラインクロスバ

ースイッチ8,トランククロスバースイッチ7を動作させて着信レ
ビータ3を被呼加入者10まで接続し,レジスタ5とともに復旧する｡

もし被呼加入者10が話中ならば,マーカ6は市外台1からの呼が

マーカ6に転送されていない場合ほ着信レビータ3に話中を表示

し,レジスタ5とともに復旧し,着信レビータ3より話中音を親局

中継線2を経て送り返すが,市外台1からの呼が転送されている場

弟25春 日

日

･常 磐 線 の 電 化

･名神高速道路天王山ト ンネルフアンの自動換気

･焼ける ことのない安全なハイ カットモートル

ーテープ録音の失敗をなくした"レベルマチック”っきベ

ルソーナJ

･伸 び て き た 台 所 の 電 化

･交 換 手 の い ら な い 自 動 交 換 機

･瀬戸内海を走る診療船｢かんいぼけん九のⅩ線装置+

江 森 五 郎･中 村

合は被呼老話中の場合でもマーカ6は着信レビータ3にその旨を表

示するとともにラインクロスバースイッチ8,トランククロスバー

スイッチ7を動作させて被呼加入者10に着信レビータ3を二重接続
してレジスタ5とともに復旧する｡これにより割込経路が準備され,

着信レビータ3から市外台1にその表示が行なわれる｡市外台扱者

が割込電鍵を倒せは,市外台1一親局中継線2一着信レビータ3-

トランククロスバースイッチ7-ラインクロスバースイッチ8一被

呼加入者10の通常の通話経路と同じ経路で割込通話ができる｡割込

通話が終わり,加入者10が送受器を電話機にかけると,ラインクロ

スバースイッチ8が復旧し,レビータ3がレジスタ5を描そくし,

レジスタ5は市外台1へ特殊音を送出する｡以後は前述の話中でな

い場合と同様な過程を経て,マーカ6ほふたたび通常の通話経路の

接続を完成する｡ (松 田)
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